ウルチン　ポンピョンリ　シンラ　ヒ　ノ　サイケントウ by 橋本 繁 & Hashimoto Shigeru
33　　蔚珍鳳坪里新羅碑の再検討　　橋本
研
究
ノ
ー
ト
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
の
再
検
討
橋　
本　
　
　
繁
は
じ
め
に
蔚
珍
鳳
坪
里
碑
は
、
一
九
八
八
年
四
月
に
発
見
さ
れ
た
新
羅
の
石
碑
で
あ
る
。
碑
文
冒
頭
の
甲
辰
年
は
五
二
四
年
に
比
定
さ
れ
、
発
見
当
時
に
お
け
る
新
羅
最
古
の
石
碑
で
あ
っ
た
。
そ
の
重
要
性
か
ら
、
発
見
直
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
短
期
間
の
う
ち
に
多
く
の
研
究
成
果
が
出
さ
れ
た（（
（
。
そ
の
後
、
翌
一
九
八
九
年
に
迎
日
冷
水
里
碑
（
五
〇
三
年
建
立
）
が
、
二
〇
〇
九
年
に
浦
項
中
城
里
碑
（
五
〇
一
年
建
立
）
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
最
古
の
新
羅
碑
で
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
新
羅
の
王
権
や
政
治
制
度
に
つ
い
て
の
第
一
級
史
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
び
た
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ（（
（
、
論
文
も
継
続
し
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る（3
（
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
多
く
の
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
碑
文
そ
の
も
の
の
理
解
は
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
内
容
の
核
心
に
関
わ
る
部
分
で
釈
文
の
定
ま
ら
な
い
文
字
が
少
な
く
な
く
、
文
章
構
造
に
つ
い
て
も
、
数
多
く
登
場
す
る
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
一
致
し
た
見
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
原
碑
調
査
を
も
と
東洋文化研究 （0 号　　34
に
し
た
正
確
な
釈
文
を
提
示
す
る
こ
と
と
、
他
の
石
碑
や
木
簡
な
ど
同
時
代
の
史
料
を
参
照
し
て
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
以
下
の
本
論
で
は
、碑
文
の
段
落
分
け
と
基
本
的
な
構
成
の
理
解
は
武
田
幸
男
説
に
従
う（4
（
。す
な
わ
ち
、碑
文
は
一
〜
五
行
目
の「
教
事
記
事
」
と
六
行
目
以
降
の
「
執
行
関
係
記
事
」
の
二
つ
に
大
き
く
区
分
で
き
る
。
そ
し
て
、
前
半
の
教
事
記
事
は
、
一
〜
三
行
目
に
教
事
の
発
令
年
次
と
主
体
、
四
〜
五
行
目
に
教
事
の
内
容
を
記
し
て
い
る
。
後
半
の
執
行
関
係
記
事
は
、
六
行
目
の
「
新
羅
六
部
」
に
始
ま
る
執
行
内
容
①
、「
大
人
」以
下
の
執
行
階
層
①
、七
行
目
の「
阿
大
兮
村
使
人
」以
下
の
受
刑
者
を
列
挙
し
た
執
行
内
容
②
、「
悉
支
軍
主
」
以
下
の
執
行
階
層
②
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
、
最
終
行
の
「
于
時
教
之
」
の
教
事
内
容
と
「
居
伐
牟
羅
」
以
下
の
執
行
階
層
③
に
つ
い
て
、
武
田
は
さ
ら
に
第
三
区
分
と
し
て
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
前
の
文
と
続
け
て
理
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
た
め
本
稿
で
は
全
体
を
二
区
分
し
て
述
べ
て
い
く
。
本
論
に
入
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
二
〇
一
四
年
一
〇
〜
一
二
月
に
行
わ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
特
別
展
「
文
字
が
つ
な
ぐ
―
古
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
―
」
に
お
い
て
韓
国
か
ら
招
来
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
た
際
に
調
査
を
行
っ
た
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
平
川
南
・
李
成
市
・
三
上
喜
孝
氏
と
と
も
に
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
展
示
館
に
お
い
て
原
碑
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
示
し
た
釈
文
の
一
部
は
、
こ
の
調
査
成
果
に
よ
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
八
月
二
四
日
に
再
度
、
同
展
示
館
に
お
い
て
単
独
で
調
査
を
行
っ
た（（
（
。
ま
た
、『
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
の
科
学
的
調
査
お
よ
び
保
存
処
理
報
告
書
』（
蔚
珍
郡
、
二
〇
一
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
碑
文
一
文
字
ず
つ
の
カ
ラ
ー
写
真
と
拓
本
も
参
照
し
た
。
本
稿
で
は
、
個
々
の
碑
文
の
文
字
を
指
す
場
合
に
、
丸
数
字
で
行
数
を
、
数
字
で
字
数
を
表
す
。
例
え
ば
、
③
（（
は
三
行
目
の
一
五
字
目
を
指
す
。
釈
文
の
全
体
を
次
頁
に
掲
げ
る
。
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蔚
珍
鳳
坪
里
碑
釈
文
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（0　
　
　
　
（（　
　
　
　
（0　
　
　
　
（（　
　
　
　
30　
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①　
甲
辰
年
正
月
十
五
日
喙
部
牟
即
智
寐　
錦
王
沙
喙
部
徙
夫
智
葛
文
王
本
波
部
□
夫
智
②　
干
支
岑
喙
部
美
昕
智
干
支
沙
喙
部
而　
粘
智
太
阿
干
支
吉
先
智
阿
干
支
一
毒
夫
智
一
吉
干
支
喙
勿
力
智
一
吉
干
支
③　
慎　
宍
智
居
伐
干
支
一
夫
智
太
奈
麻
一
尓
智
太
奈
麻
牟
心
智
奈
麻
沙
喙
部
十
斯
智
奈
麻
悉
尓
智
奈
麻
等
所
教
事
④　
別
教
今
居
伐
牟
羅
男
弥
只
本
是
奴
人
雖　
是
奴
人
前
時
王
大
教
法
道
俠
阼
隘
尓
耶
思
城
失
大
巴
城
犯
大
軍
起
若
有
⑤　
者
一
行
為
之
人
備
主
専
王
大
奴
村
負
共
値
五
其
餘
事
種
種
奴
人
法
⑥　
新
羅
六
部
煞
斑
牛
□
□
教
事
大
人
喙
部
内
沙
智
奈
麻
沙
喙
部
一
登
智
奈
麻
男
次
邪
足
智
喙
部
比
湏
婁
邪
足
智
居
伐
牟
羅
道
⑦　
使
卒
次
小
舎
帝
智
悉
支
道
使
烏
婁
次
小
舎
帝
智
居
伐
牟
羅
尼
牟
利
一
伐
弥
宜
智
波
旦
□
只
斯
利
一
今
智
阿
大
兮
村
使
人
⑧　
奈
尓
利
杖
六
十
葛
尸
条
村
使
人
奈
尓
利
居
□
尺
男
弥
只
村
使
人
翼
□
杖
百
於
即
斤
利
杖
百
悉
支
軍
主
喙
部
□
夫
智
奈
⑨　
麻
節
書
人
牟
珎
斯
利
公
吉
之
智
沙
喙
部
□
文
吉
之
智
新
人
喙
部
述
刀
小
烏
帝
智
沙
喙
部
牟
利
智
小
烏
帝
智
⑩　
　
立
石
碑
人
喙
部
博
士
于
時
教
之
若
此
者
抵
罪
於
天　
　
　
居
伐
牟
羅
異
知
巴
下
干
支
辛
日
智
一
尺
世
中
字
三
百
九
十
八
　
　
　
　
　
（　
　
　
　
（0　
　
　
　
（（　
　
　
　
（0　
　
　
　
（（　
　
　
　
30　
　
　
　
3（　
　
　
　
40
備
考　
□
…
未
釈
字
、
字
…
他
の
釈
読
の
可
能
性
の
あ
る
文
字
東洋文化研究 （0 号　　36
一　
教
事
記
事
（
（
）
釈
文
検
討
一
〜
三
行
目
は
教
事
主
体
の
歴
名
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
釈
文
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。た
だ
、近
年
、一
行
目
の
三
三
字
目
に「
五
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（6
（
。
原
碑
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
同
行
七
字
目
に
似
た
「
X
」
字
状
の
字
画
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
他
の
文
字
に
比
べ
て
碑
面
が
や
や
凹
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、
文
字
で
は
な
く
碑
面
が
欠
け
て
そ
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
と
判
断
す
る
。
教
事
主
体
を
整
理
し
た
も
の
を
表
一
に
示
す（（
（
。
四
〜
五
行
目
が
、
本
碑
の
核
心
部
分
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
釈
読
の
分
か
れ
る
部
分
で
も
あ
り
解
釈
も
様
々
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
釈
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
ち
、
全
体
の
意
味
を
考
え
て
い
き
た
い
。
●
四
行
目
三
字
目
は
、「
令
」
と
読
む
研
究
者
が
多
く
、
一
部
「
今
」
と
い
う
読
み
も
な
さ
れ
て
き
た
。
字
形
が
似
て
い
る
の
で
判
別
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
が
、
同
時
期
の
新
羅
碑
に
お
い
て
は
「
令
」
と
「
今
」
を
明
確
に
書
き
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
令
」
は
、
右
下
に
右
は
ら
い
が
付
さ
れ
る
と
い
う
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
一
方
、「
今
」
の
場
合
は
、「
𠆢テ
」
の
よ
う
な
字
形
で
書
か
れ（（
（
、
本
碑
②
3
「
岑
」
の
下
部
も
同
様
で
あ
る（（
（
。
役
名
職
名
出
身
人
名
官
位
な
ど
官
等
喙
部
牟
即
智
寐
錦
王
沙
喙
部
徙
夫
智
葛
文
王
本
波
部
□
夫
智
干
支
岑
喙
部
美
昕
智
干
支
沙
喙
部
而
粘
智
太
阿
干
支
（
吉
先
智
阿
干
支
6
一
毒
夫
智
一
吉
干
支
（
喙
勿
力
智
一
吉
干
支
（
慎
宍
智
居
伐
干
支
（
一
夫
智
太
奈
麻
（0
一
尓
智
太
奈
麻
（0
牟
心
智
奈
麻
（（
沙
喙
部
十
斯
智
奈
麻
（（
悉
尓
智
奈
麻
（（
表 （　教事主体歴名表
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図
一	
「
令
」（
中
城
里
碑
⑦
6
、
冷
水
里
碑
前
面
②
（
・
⑧
（
・
⑩
3
）、「
今
」（
冷
水
里
碑
上
面
③
（
、
赤
城
碑
（6
）、
	
「
岑
」（
鳳
坪
碑
②
3
）
問
題
の
三
字
目
は
、
右
下
の
は
ら
い
は
な
く
第
四
画
は
横
画
の
み
で
あ
る
。
拓
本
や
写
真
に
よ
っ
て
は
第
四
画
が
「
フ
」
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
碑
石
表
面
の
傷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
今
」
と
釈
読
す
べ
き
で
あ
る
。
　
図
二	
④
3
「
今
」（
写
真
三
点
は
、
異
な
る
角
度
か
ら
ラ
イ
ト
を
当
て
て
撮
影
。
模
写
は
著
者
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
）
四
〜
三
〇
字
目
ま
で
は
特
に
問
題
が
な
い
が
、
三
一
〜
三
八
字
目
は
碑
文
全
体
の
理
解
と
も
関
わ
っ
て
解
釈
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。「
尓
耶
界
城
失
火
遶
城
滅
」（
尓
耶
界
城
と
失
火
遶
城
を
滅
ぼ
そ
う
と
）
と
二
つ
の
城
名
が
並
ぶ
と
み
た
り（（1
（
「
耶
思
城
失
火
遶
城
城
（
耶
思
城
が
炎
上
し
、
同
城
に
近
い
多
く
の
城
邑
を
遶
っ
て
）」
と
読
ん
で
耶
思
城
を
中
心
と
し
た
反
乱
が
勃
発
し
た
と
し
た
役
名
職
名
出
身
人
名
官
位
な
ど
官
等
喙
部
牟
即
智
寐
錦
王
沙
喙
部
徙
夫
智
葛
文
王
本
波
部
□
夫
智
干
支
岑
喙
部
美
昕
智
干
支
沙
喙
部
而
粘
智
太
阿
干
支
（
吉
先
智
阿
干
支
6
一
毒
夫
智
一
吉
干
支
（
喙
勿
力
智
一
吉
干
支
（
慎
宍
智
居
伐
干
支
（
一
夫
智
太
奈
麻
（0
一
尓
智
太
奈
麻
（0
牟
心
智
奈
麻
（（
沙
喙
部
十
斯
智
奈
麻
（（
悉
尓
智
奈
麻
（（
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り（（（
（
、「
所
界
城
失
兵
遠
城
滅
（
所
管
の
城
が
兵
を
失
い
遠
城
滅
ぶ
）」
と
し
て
悉
支
軍
主
の
管
内
の
城
は
兵
卒
を
失
い
遠
方
の
城
は
滅
ん
で
し
ま
う（（1
（
、
な
ど
様
々
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三
一
字
目
は
、「
耶
」あ
る
い
は「
所
」と
読
ま
れ
て
き
た
。
右
側
の
字
画
は「
卩
」で
あ
る
の
に
対
し
て
、③
40「
所
」の
右
側
は「
斤
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
耶
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
二
字
目
は
、「
界
」「
恩
」「
思
」
な
ど
と
読
ま
れ
て
い
る
。
上
半
分
に
は
「
口
」
の
な
か
に
縦
画
と
横
画
が
確
認
さ
れ
る
。
横
画
は
縦
画
を
は
さ
ん
で
上
下
に
や
や
ず
れ
て
い
る
も
の
の
、「
田
」と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
界
」
と
い
う
読
み
は
、こ
の
「
田
」
の
左
下
隅
に
左
は
ら
い
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、碑
石
表
面
の
凹
凸
で
あ
り
字
画
で
は
な
い
。
一
方
、
下
部
に
認
め
ら
れ
る
U
字
状
の
字
画
は
、「
心
」
の
一
部
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
字
形
は
、
③
（（
「
心
」・
③
34
「
悉
」
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
思
」
と
読
ま
れ
る
。
　
図
三	
④
3（	
3（
「
耶
思
」、
③
40
「
所
」、
③
（（
「
心
」、
③
34
「
悉
」
三
五
字
目
は
「
火
」「
兵
」「
大
」
な
ど
と
読
ま
れ
て
き
た
が
、「
大
」
と
読
む
。「
大
」
の
第
一
画
に
あ
た
る
横
画
が
確
認
で
き
、
こ
の
画
の
右
端
が
上
に
の
び
て
い
る
た
め
に
「
火
」
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
三
六
字
目
は
「
遶
」「
遠
」
な
ど
「
辶
」
の
文
字
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
字
画
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
表
面
の
傷
で
あ
り
、
極
く
単
純
な
「
巴
」
と
み
ら
れ
る
。
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図
四	
④
3（	
36
「
大
巴
」、
④
36
「
巴
」
三
八
字
目
は
こ
れ
ま
で
「
滅
」「
村
」「
城
」「
我
」
な
ど
様
々
に
読
ま
れ
て
き
た
。
左
側
は
「
犭
」
の
よ
う
な
字
形
が
比
較
的
明
確
で
あ
る
が
、
右
側
は
字
画
を
追
う
の
が
難
し
い
。
右
に
傾
き
な
が
ら
下
り
る
縦
線
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
碑
面
の
傷
と
判
断
さ
れ
る
。
細
い
刻
線
で
は
あ
る
が
「
己
」
と
い
う
字
画
を
認
め
て
、「
犯
」
と
い
う
釈
読
を
新
た
に
提
案
し
た
い
。
　
図
五	
④
3（
「
犯
」
●
五
行
目
三
字
目
は
「
行
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。
四
字
目
は
「
白
」「
巡
」「
召
」「
為
」「
言
」
な
ど
と
様
々
に
読
ま
れ
て
き
た
。
字
形
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
せ
ず
、「
為
」
と
釈
し
た
が
断
定
は
し
が
た
い
。
七
字
目
は
「
備
」
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
八
字
目
は
「
土
」「
主
」「
七
」
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な
ど
と
読
ま
れ
る
が
、横
画
が
三
本
あ
る
と
み
て
「
主
」
か
。
九
字
目
は
こ
れ
ま
で
「
寧
」「
尊
」「
鹽
」
な
ど
と
読
ま
れ
て
き
た
が
、
⑩
（
「
博
」
の
旁
の
部
分
と
字
形
が
似
て
い
る
と
思
わ
れ
「
専
」
で
あ
ろ
う
。
　
図
六	
⑤
3	
4
「
行
為
」、
⑤
（
「
備
」、
⑤
（	
（
「
主
専
」、
⑩
（
「
博
」
一
四
字
目
は
「
負
」「
貧
」「
質
」
と
読
ま
れ
て
き
た
。
下
部
の
「
貝
」
は
明
確
で
あ
る
た
め
、
問
題
と
な
る
の
は
上
部
で
あ
る
。
字
画
が
そ
れ
ほ
ど
複
雑
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、「
質
」
と
は
読
み
が
た
い
。「
負
」
ま
た
は
「
貧
」
で
あ
り
、
右
上
の
右
は
ら
い
の
有
無
が
焦
点
と
な
る
が
、右
は
ら
い
の
よ
う
に
み
え
る
の
は
碑
面
の
凹
凸
に
よ
る
も
の
で
あ
り「
負
」と
読
ま
れ
る
。一
五
字
目
は「
其
」
あ
る
い
は
「
共
」
と
い
う
読
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
横
画
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
周
り
の
字
画
に
比
べ
る
と
線
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
碑
面
の
凹
凸
と
判
断
さ
れ
る
。「
共
」
と
読
み
た
い
。
　
図
七	
⑤
（4	
（（
「
負
共
」
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一
六
字
目
は
「
値
」、
一
七
字
目
は
石
の
裂
け
目
に
か
か
っ
て
い
る
が
①
（
と
同
じ
X
字
状
の
「
五
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。
二
一
・
二
二
字
目
は
「
稙
稙
」
あ
る
い
は
「
復
復
」
の
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
が（（1
（
、「
種
種
」
で
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
図
八	
⑤
（6	
（（
「
値
五
」、
⑤
（（	
（（
「
種
種
」
（
（
）
内
容
以
上
、
確
定
し
が
た
い
文
字
も
残
っ
て
い
る
が
、
解
釈
を
加
え
て
い
き
た
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
冒
頭
の
「
別
教
」
の
理
解
で
あ
る
。
冷
水
里
碑
や
赤
城
碑
で
は
、
ま
ず
「
教
事
」
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
「
別
教
」
が
あ
る
よ
う
に
、
本
来
「
別
教
」
と
は
、
教
事
と
は
「
別
」
の
も
う
一
つ
の
「
教
」
事
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
碑
で
は
、
教
事
本
文
の
冒
頭
に
「
別
教
」
と
あ
る
こ
と
が
不
可
解
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
説
明
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
李
文
基
は
、
主
た
る
教
事
内
容
は
六
行
目
の
「
新
羅
六
部
」
以
下
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
た
め
に
別
教
が
先
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う（（1
（
。
李
基
白
は
、別
教
と
新
羅
六
部
条
と
に
教
事
内
容
が
相
前
後
し
て
書
き
継
が
れ
て
い
る
と
し
て
い
る（（1
（
。
武
田
幸
男
は
、こ
の
「
別
教
」
は
以
前
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
本
碑
の
教
事
を
発
令
す
る
際
に
法
源
と
な
っ
た
の
で
引
用
さ
れ
た
も
の
と
し
、「
令
居
伐
牟
羅
男
弥
只
本
是
奴
人
」
ま
で
が
そ
の
引
用
箇
所
で
あ
る
と
す
る（（1
（
。
し
か
し
、
も
し
引
用
で
あ
る
と
す
る
と
「
今
」
で
始
ま
る
の
は
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
今
」
は
、
本
碑
建
立
時
点
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
別
教
」
は
、
四
〜
五
行
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の
全
体
で
あ
り
甲
辰
年
に
出
さ
れ
た
教
事
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
、「
別
教
」
で
は
な
い
「
教
事
」
は
、
本
碑
で
は
省
略
さ
れ
た
も
の
と
み
た
い
。
次
に
別
教
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
冒
頭
部
分
と
最
後
の
部
分
を
読
み
下
す
と
「
今
、居
伐
牟
羅
の
男
弥
只
、本
よ
り
是
れ
奴
人
な
り
。
是
れ
奴
人
な
り
と
雖
も
…
（
中
略
）
…
其
の
餘
の
事
は
、
種
種
奴
人
法
」
と
な
り
、
意
味
は
「
居
伐
牟
羅
の
男
弥
只
村
は
、
本
よ
り
奴
人
で
あ
る
。
奴
人
で
は
あ
る
が
…
（
中
略
）
…
そ
れ
以
外
の
事
に
つ
い
て
は
、
種
種
の
奴
人
法
に
よ
れ
」
と
な
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
省
略
し
た
中
間
部
分
に
は
、
本
来
奴
人
は
対
象
と
さ
れ
な
い
事
が
特
別
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
奴
人
な
り
と
雖
も
」
の
後
に
は
「
前
時
王
大
教
」
と
あ
り
、
以
下
、
以
前
に
出
さ
れ
た
王
の
教
が
引
用
さ
れ
る
。「
法
道
俠
阼
隘
尓
」
は
そ
の
ま
ま
の
漢
字
義
で
は
意
味
を
取
り
に
く
い
が
、「
法
道
」
は
「
新
羅
の
国
法
の
及
ぶ
新
羅
領
域
内
の
支
配
の
た
め
の
道
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
狭
く
険
阻
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈（（1
（
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。「
耶
思
城
失
大
巴
城
犯
」
は
、「
耶
思
城
・
失
、
大
巴
城
・
犯
」
で
「
城
名
+
動
詞
」
と
い
う
共
通
し
た
文
章
構
造
を
も
つ
。
耶
思
城
は
、『
三
国
史
記
』
地
理
志
・
溟
州
条
に
「
野
城
郡
。
本
高
句
麗
也
尸
忽
郡
、
景
徳
王
改
名
、
今
盈
徳
郡
」
と
あ
る
慶
尚
北
道
盈
徳
郡
盈
徳
邑
に
比
定
さ
れ
る（（1
（
。
大
巴
城
は
、
同
書
・
地
理
志
・
良
州
条
「
義
昌
郡
。
本
退
火
郡
、
景
徳
王
改
名
、
今
興
海
郡
」
の
退
火
郡
、
現
在
の
慶
尚
北
道
浦
項
市
興
海
邑
に
比
定
し
た
い
。
い
ず
れ
も
慶
州
か
ら
蔚
珍
へ
と
至
る
東
海
岸
沿
い
の
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る（（1
（
。
「
大
軍
起
若
有
者
」
に
つ
い
て
、「
大
い
に
軍
を
起
こ
し
て
、も
し
こ
の
よ
う
な
（
狭
く
塞
が
る
）
所
が
あ
れ
ば
」
で
あ
る
と
か（11
（
、「
有
」
を
「
お
さ
む
る
」
と
読
ん
で
、「
新
羅
は
大
軍
を
起
こ
す
事
件
が
起
き
た
。
有
能
な
統
治
者
が
お
れ
ば（1（
（
」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
の
文
章
を
含
め
た
仮
定
文
と
と
ら
え
て
、「
耶
思
城
を
失
い
、
大
巴
城
が
犯
さ
れ
、（
新
羅
が
）
大
軍
を
起
こ
す
こ
と
が
若
し
有
る
な
ら
ば
」
と
読
ん
で
お
き
た
い
。
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五
行
目
の
解
釈
は
さ
ら
に
困
難
で
あ
る
が
、断
片
的
に
意
味
を
と
っ
て
い
く
と
、「
一
行
」
は
「
一
様
に
実
施
せ
よ
」、「
専
王
大
奴
村
」
は
「
王
の
大
奴
村
を
専
ら
に
せ
よ
」
な
ど
と
理
解
で
き
よ
う
。
奴
村
は
奴
人
の
村
と
み
ら
れ
、「
王
の
」
と
い
う
表
現
を
重
視
す
る
と
王
に
隷
属
す
る
奴
人
の
村
、
王
が
直
接
支
配
す
る
奴
人
の
村
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
か
。「
負
共
値
五
」
は
こ
の
奴
人
村
に
対
す
る
具
体
的
な
命
令
で
あ
り
、「
負
共
」
は
奴
人
村
が
共
同
で
負
担
す
る
こ
と
を
、「
値
五
」
は
な
ん
ら
か
の
基
準
に
よ
る
負
担
の
具
体
的
な
数
値
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
別
教
全
体
を
理
解
す
る
上
で
、「
前
時
王
大
教
」
の
引
用
が
ど
こ
ま
で
か
が
問
題
と
な
る
。
い
く
つ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
ま
ず
、「
之
」
が
文
章
末
に
よ
く
使
わ
れ
る
た
め
「
一
行
為
之
」
ま
で
で
あ
る
と
す
る
と
、「
東
海
岸
で
不
利
な
状
況
が
お
き
た
場
合
に
は
奴
人
村
な
ど
も
含
め
て
全
国
一
様
に
賦
課
を
実
施
せ
よ
」
と
い
う
教
が
以
前
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
奴
人
村
に
「
負
共
値
五
」
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、「
王
大
奴
村
」
ま
で
と
す
る
と
、「
王
の
奴
人
村
も
一
様
に
負
担
せ
よ
」
と
い
う
原
則
的
な
命
令
が
以
前
に
出
さ
れ
て
お
り
、
男
弥
只
村
に
対
し
て
は
「
負
共
値
五
」
と
い
う
個
別
具
体
的
な
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
五
行
目
最
後
の
「
奴
人
法
」
ま
で
が
引
用
で
あ
る
と
す
る
と
、
奴
人
に
は
本
来
課
せ
ら
れ
な
い
「
負
」
で
あ
る
が
、
東
海
岸
沿
い
の
地
域
が
危
機
に
陥
っ
た
場
合
に
は
王
の
奴
人
村
に
も
「
値
五
」
を
共
同
で
負
担
さ
せ
る
と
い
う
命
令
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
解
釈
の
う
ち
、
最
後
の
読
み
方
が
も
っ
と
も
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
別
教
に
は
新
た
な
命
令
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
時
に
お
い
て
は
奴
人
に
も
賦
課
を
課
す
趣
旨
の
以
前
出
さ
れ
た
教
を
引
用
し
、
そ
れ
が
奴
人
で
あ
る
男
弥
只
村
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
、
強
調
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
。
以
上
の
理
解
を
も
と
に
、
書
き
下
し
と
現
代
文
を
示
す
。
「
別
教
。
今
、
居
伐
牟
羅
の
男
弥
只
は
本
よ
り
是
れ
奴
人
な
り
。
是
れ
奴
人
な
り
と
雖
も
、
前
時
、
王
、
大
い
に
教
す
。『
法
道
は
俠
阼
隘
に
し
て
、
耶
思
城
失
わ
れ
大
巴
城
犯
さ
れ
、
大
軍
起
こ
す
こ
と
若
し
有
ら
ば
、
一
行
□
せ
よ
。
人
備
主
?
に
し
て
王
大
奴
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村
の
負
共
値
五
を
専
に
せ
よ
。
其
の
餘
の
事
、
種
種
奴
人
法
』」
「
別
に
教
す
る
。
今
、
居
伐
牟
羅
の
男
弥
只
村
は
奴
人
で
あ
る
。
奴
人
で
は
あ
る
が
、
先
に
王
は
『
法
道
が
狭
隘
で
あ
る
の
で
耶
思
城
が
失
わ
れ
大
巴
城
が
犯
さ
れ
る
な
ど
の
状
況
で
大
軍
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
れ
ば
一
様
に
賦
課
を
実
施
せ
よ
。
王
の
奴
人
村
に
つ
い
て
も
値
五
を
共
同
で
負
担
さ
せ
専
ら
そ
の
た
め
に
使
う
こ
と
。
そ
の
他
の
事
は
こ
れ
ま
で
の
奴
人
法
に
よ
れ
』
と
命
令
さ
れ
た
」
こ
う
し
た
理
解
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、「
王
の
大
奴
村
」
は
、
王
に
隷
属
す
る
村
と
し
て
、
王
に
対
し
て
奉
仕
す
る
代
わ
り
に
国
家
に
対
す
る
賦
課
が
免
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
別
教
」
の
冒
頭
で
奴
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
国
家
の
賦
課
が
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
東
海
岸
地
域
に
お
い
て
不
利
な
状
況
が
お
き
た
場
合
に
は
国
家
に
対
す
る
貢
献
を
せ
よ
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る（11
（
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
憶
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
後
半
で
男
弥
只
村
の
使
人
が
杖
刑
を
受
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
賦
課
が
課
せ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
実
行
し
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
碑
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
、
同
時
に
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
て
い
る
阿
大
兮
村
お
よ
び
葛
尸
条
村
に
つ
い
て
は
碑
文
で
は
他
に
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
碑
に
は
、
甲
辰
年
正
月
十
五
日
に
出
さ
れ
た
教
の
全
文
が
忠
実
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二　
執
行
関
係
記
事
（
（
）
執
行
内
容
①
六
行
目
か
ら
は
具
体
的
な
執
行
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
の
「
新
羅
六
部
煞
斑
牛
」
に
こ
れ
ま
で
異
論
は
な
い
が
、
続
く
八
〜
一
〇
字
目
の
釈
読
が
困
難
で
あ
る
。
八
字
目
は
「
朔
」「
謂
」、
九
字
目
は
「
泍
」「
泙
」「
連
」、
一
〇
字
目
は
「
麦
」「
處
」
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な
ど
と
読
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
殺
牛
祭
祀
と
関
連
づ
け
て
こ
の
三
字
を
「
謹
祭
天
」
と
推
定
し
て
、
天
の
祭
祀
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
も
あ
る（11
（
。
ま
ず
、一
〇
字
目
は
、「
教
」
と
い
う
釈
読
を
新
た
に
提
出
し
た
い
。
鳳
坪
里
碑
に
は
「
教
」
字
が
ほ
か
に
四
箇
所
で
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
旧
字
の
「
敎
」
で
は
な
く
「
教
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。
　
図
九	
「
教
」（
③
4（
・
④
（
・
④
（4
・
⑩
（（
）
　
図
一
〇	
⑥
（0
「
教
」
一
〇
字
目
の
左
上
に
や
や
大
ぶ
り
に
「
土
」
と
い
う
字
画
が
あ
る
。
そ
し
て
、字
画
下
部
中
央
の
碑
面
が
欠
落
し
て
い
る
が
、「
教
」
第
四
画
の
左
は
ら
い
が
こ
の
欠
損
部
分
の
左
端
に
あ
た
り
、
欠
損
部
分
の
右
端
が
「
攵
」
の
第
二
画
の
横
画
お
よ
び
第
三
画
の
左
は
東洋文化研究 （0 号　　46
ら
い
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
左
下
に
「
子
」
の
下
部
が
、
右
下
に
最
終
画
の
右
は
ら
い
が
確
認
で
き
る
。
文
字
の
左
側
は
大
き
く
、
右
側
は
小
さ
く
下
に
偏
っ
て
書
か
れ
た
「
教
」
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
八
字
目
は
、
こ
れ
ま
で
「
謂
」「
朔
」
な
ど
と
読
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
右
側
の
「
月
」
は
明
確
で
あ
る
。「
朔
」
と
い
う
読
み
は
、
左
側
を
「
ニ
フ
」
の
よ
う
に
書
く
異
体
字
と
み
る
も
の
で
あ
る（11
（
。
し
か
し
、
左
側
の
上
部
と
下
部
に
そ
れ
ぞ
れ
縦
画
が
あ
り
「
言
」
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
䚴
」（
怒
る
、
叱
る
）
や
「
䛁
」（
語
る
、
話
す
）
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
九
字
目
は
「
本
」
と
い
う
字
形
が
明
確
に
残
っ
て
お
り
、
左
側
に
「
氵
」
の
よ
う
な
字
画
も
み
ら
れ
「
泍
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
文
章
と
し
て
理
解
し
が
た
い
。
も
し
、「
本
」
だ
け
で
あ
れ
ば
、「
別
教
」
に
対
す
る
「
本
教
」
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
う
し
た
用
例
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
未
釈
字
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
図
一
一	
⑥
（	
（
「
□
□
」
さ
て
、
一
〇
字
目
を
「
教
」
と
読
む
と
、
一
一
字
目
に
つ
な
が
っ
て
「
教
事
」
と
な
る
。
解
釈
と
し
て
、
こ
こ
で
文
章
が
切
れ
る
と
み
て
「
新
羅
六
部
、
斑
牛
を
殺
し
教
事
を
□
□
す
。
大
人
は
…
」
と
い
う
可
能
性
と
、
次
の
「
大
人
」
に
つ
け
て
「
新
羅
六
部
、
斑
牛
を
殺
し
□
す
。
□
教
事
大
人
は
…
」
ま
た
は
「
新
羅
六
部
、
斑
牛
を
殺
す
。
□
□
教
事
大
人
は
…
」
と
い
う
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
と
も
断
定
し
が
た
い
た
め
、
表
二
の
歴
名
表
で
は
「
大
人
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
大
人
」
は
、
道
使
や
軍
4（　　蔚珍鳳坪里新羅碑の再検討　　橋本
主
な
ど
に
相
当
す
る
職
名
で
は
な
く
役
名
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
役
名
と
は
、
碑
文
に
記
さ
れ
た
事
態
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
示
す
も
の
で
、
本
碑
の
「
書
人
」「
新
人
」
や
冷
水
里
碑
の
「
典
事
人
」
が
こ
れ
に
あ
た
る（11
（
。
（
（
）
執
行
階
層
①
大
人
以
後
の
解
釈
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
執
行
階
層
と
受
刑
者
を
ど
こ
で
分
け
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
受
刑
者
を
「
居
伐
牟
羅
道
使
」
以
降
と
す
る
説（11
（
、「
居
伐
牟
羅
尼
牟
利
」
以
降
と
す
る
説（11
（
な
ど
が
あ
る
が
、
阿
大
兮
村
使
人
以
降
と
す
る
武
田
説（11
（
が
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
従
い
た
い
。
執
行
関
係
記
事
の
歴
名
表
を
表
二
に
掲
げ
る
。
ま
ず
、
執
行
階
層
と
受
刑
者
を
分
け
る
問
題
と
も
関
係
し
て
検
討
す
べ
き
は
「
邪
足
智
」（
⑥
3（
〜
33
、
3（
〜
4（
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、京
位
一
七
等
「
造
位
」
の
別
名
「
先
沮
知
」
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う（11
（
。
し
か
し
、
武
田
は
邪
足
智
の
相
当
官
位
を
不
明
と
し
て
い
る（11
（
。
そ
の
背
景
に
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
歴
名
の
京
位
が
奈
麻
（（
―
邪
足
智
（（
―
小
舎
帝
智
（3
と
な
り
官
位
の
高
さ
が
前
後
で
逆
転
し
て
し
ま
う
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
官
位
の
逆
転
を
、
居
伐
牟
羅
道
使
以
下
を
受
刑
者
と
み
な
す
根
拠
と
す
る
見
解
も
あ
る（1（
（
。
歴
名
の
順
序
は
、
冷
水
里
碑
ま
で
は
官
位
よ
り
も
部
が
優
先
さ
れ
て
い
て
【
沙
喙
部
の
阿
干
支
6
―
居
伐
干
支
（
、
喙
部
の
壹
干
支
（
―
居
伐
干
支
（
】
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
鳳
坪
里
碑
に
お
い
て
は
前
掲
の
表
一
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
部
名
で
は
な
く
官
位
順
に
並
ぶ
よ
う
に
変
化
し
て
い
る（11
（
。
そ
の
た
め
、
邪
足
智
が
こ
こ
に
入
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
官
位
優
先
の
原
則
に
逆
ら
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
現
象
は
十
分
に
説
明
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
表
三
は
南
山
新
城
第
九
碑
の
歴
名
の
一
部
で
あ
る
が
、
同
じ
役
名
「
郡
上
人
」
を
帯
び
て
い
る
五
人
の
な
か
で
官
位
が
上
干
⑥
―
一
尺
⑨
―
一
伐
⑧
と
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
工
尺
か
ら
文
尺
に
職
名
が
替
わ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
役
名
東洋文化研究 （0 号　　4（
表 （　執行記事歴名表
役
名
職
名
出
身
人
名
官
位
な
ど
官
等
動
詞
執
行
階
層
①
大
人
喙
部
内
沙
智
奈
麻
（（
沙
喙
部
一
登
智
奈
麻
（（
男
次
邪
足
智
（（
喙
部
比
湏
婁
邪
足
智
（（
居
伐
牟
羅
道
使
卒
次
小
舎
帝
智
（3
悉
支
道
使
烏
婁
次
小
舎
帝
智
（3
居
伐
牟
羅
尼
牟
利
一
伐
⑧
弥
宜
智
波
旦
⑩
□
只
斯
利
一
今
智
執
行
内
容
②
（
受
刑
者
）
阿
大
兮
村
使
人
奈
尓
利
杖
六
十
葛
尸
条
村
使
人
奈
尓
利
居
□
尺
男
弥
只
村
使
人
翼
□
杖
百
於
即
斤
利
杖
百
執
行
階
層
②
悉
支
軍
主
喙
部
□
夫
智
奈
麻
（（
節
書
人
牟
珎
斯
利
公
吉
之
智
（4
沙
喙
部
□
文
吉
之
智
（4
新
人
喙
部
述
刀
小
烏
帝
智
（6
沙
喙
部
牟
利
智
小
烏
帝
智
（6
立
石
碑
人
喙
部
博
士
于
時
教
之
執
行
階
層
③
居
伐
牟
羅
異
知
巴
下
干
支
⑦
辛
日
智
一
尺
⑨
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「
郡
上
人
」
の
な
か
で
、
官
位
よ
り
も
職
名
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
碑
に
お
い
て
も
、「
大
人
」
と
い
う
役
名
の
な
か
で
職
名
が
な
い
王
京
人
四
人
が
ま
ず
記
さ
れ
、そ
の
後
に
「
居
伐
牟
羅
道
使
」「
悉
支
道
使
」
と
い
う
地
方
官
の
職
を
も
つ
王
京
人
二
人
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
官
位
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（11
（
。
ま
た
、歴
名
最
後
の
「
一
今
智
」
は
、こ
れ
ま
で
人
名
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、中
城
里
碑
の
「
壹
金
知
」、冷
水
里
碑
の
「
壹
今
智
」と
同
一
の
官
位
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。た
だ
、他
の
地
方
民
は
す
べ
て
外
位
を
称
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
壹
金
知
＝
壹
今
智
」
は
外
位
制
定
以
前
の
官
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
代
の
官
位
が
遺
存
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
王
京
人
が
京
位
を
所
持
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
波
部
、
岑
喙
部
の
人
物
が
依
然
と
し
て
た
だ
の
「
干
支
」
を
称
し
て
い
る
こ
と
と
共
通
す
る
。
（
3
）
執
行
内
容
②
（
受
刑
者
）
七
行
目
か
ら
八
行
目
ま
で
は
受
刑
者
の
列
挙
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
武
田
は
、
杖
六
十
が
三
人
、
杖
百
が
二
人
の
計
五
人
の
人
物
と
解
釈
す
る（11
（
。
し
か
し
、「
居
□
尺
」は
人
名
で
は
な
く
刑
罰
の
一
種
で
あ
る
と
み
な
し
て
、杖
六
十
が
一
人
、居
□
尺
が
一
人
、
杖
一
〇
〇
が
二
人
の
計
四
人
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る（11
（
。「
居
□
尺
」
は
、
城
山
山
城
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
急
伐
尺
」「
及
伐
尺
」
と
同
じ
も
の
で
、
文
献
に
は
み
ら
れ
な
い
外
位
と
考
え
ら
れ
る（11
（
。
し
か
し
、
外
位
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
、
ほ
か
の
三
人
が
杖
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
同
列
に
扱
え
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
参
考
に
す
る
の
は
、
京
位
と
外
位
に
対
応
関
係
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
文
献
史
料
で
は
一
一
等
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
外
位
は
、
一
等
の
嶽
干
支
か
ら
七
等
の
下
干
支
ま
で
の
干
支
群
と
、
八
等
以
下
と
に
二
分
で
き
る
。
こ
の
八
等
以
下
の
外
位
が
、
京
位
第
役
名
職
名
出
身
人
名
官
位
等
級
郡
上
人
曳
安
知
撰
干
⑤
生
伐
□
文
上
干
⑥
工
尺
同
村
内
丁
上
干
⑥
□
答
村
另
利
支
一
尺
⑨
文
尺
生
伐
只
次
支
一
伐
⑧
表3　南山新城第（
碑歴名表（一部）
役
名
職
名
出
身
人
名
官
位
な
ど
官
等
動
詞
執
行
階
層
①
大
人
喙
部
内
沙
智
奈
麻
（（
沙
喙
部
一
登
智
奈
麻
（（
男
次
邪
足
智
（（
喙
部
比
湏
婁
邪
足
智
（（
居
伐
牟
羅
道
使
卒
次
小
舎
帝
智
（3
悉
支
道
使
烏
婁
次
小
舎
帝
智
（3
居
伐
牟
羅
尼
牟
利
一
伐
⑧
弥
宜
智
波
旦
⑩
□
只
斯
利
一
今
智
執
行
内
容
②
（
受
刑
者
）
阿
大
兮
村
使
人
奈
尓
利
杖
六
十
葛
尸
条
村
使
人
奈
尓
利
居
□
尺
男
弥
只
村
使
人
翼
□
杖
百
於
即
斤
利
杖
百
執
行
階
層
②
悉
支
軍
主
喙
部
□
夫
智
奈
麻
（（
節
書
人
牟
珎
斯
利
公
吉
之
智
（4
沙
喙
部
□
文
吉
之
智
（4
新
人
喙
部
述
刀
小
烏
帝
智
（6
沙
喙
部
牟
利
智
小
烏
帝
智
（6
立
石
碑
人
喙
部
博
士
于
時
教
之
執
行
階
層
③
居
伐
牟
羅
異
知
巴
下
干
支
⑦
辛
日
智
一
尺
⑨
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一
等
の
壹
伐
干
支
に
対
し
て
外
位
の
一
伐
、
第
二
等
の
壹
干
支
に
対
し
て
一
尺
、
と
い
う
対
応
関
係
に
あ
る（11
（
。
こ
の
指
摘
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、「
急
伐
尺
＝
及
伐
尺
＝
居
□
尺
」は
京
位
第
九
等
の
居
伐
干
支
に
対
応
し
、文
献
に
残
っ
て
い
な
い
が
低
位
の
外
位
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（11
（
。
そ
し
て
、
杖
刑
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
居
□
尺
」
は
単
な
る
官
位
で
は
な
く
、
優
先
し
て
労
役
や
賦
課
が
科
せ
ら
れ
る
な
ど
の
刑
罰
的
な
性
格
を
も
帯
び
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
（
4
）
執
行
階
層
②
、
教
事
悉
支
軍
主
か
ら
最
終
行
に
い
た
る
碑
文
も
難
解
で
あ
り
、
以
下
に
示
す
解
釈
も
、
確
定
す
る
だ
け
の
根
拠
は
提
示
し
え
ず
試
案
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
悉
支
軍
主
の
役
割
に
つ
い
て
、
受
刑
者（11
（
、
刑
罰
執
行
階
層（11
（
、
立
碑
担
当
者（1（
（
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
武
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
前
二
者
は
成
り
立
ち
が
た
く
、
悉
支
軍
主
は
「
節
書
人
」「
新
人
」「
立
石
碑
人
」
ら
を
指
揮
し
て
立
碑
作
業
を
行
っ
た
と
す
る
見
解
に
従
い
た
い（11
（
。
た
だ
し
、
⑨
（
「
節
」
は
「
節
書
人
」
と
い
う
役
職
名
の
一
部
で
な
く
「
悉
支
軍
主
」
を
主
語
と
す
る
動
詞
で
理
解
し
た
い
。
吏
読
文
に
お
け
る
「
節
」
に
は
、「
時
」
と
「
指
揮
・
監
督
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
。「
時
」
と
理
解
し
た
場
合
、後
文
に
つ
け
て
「
こ
の
時
の
書
人
は
」
と
な
る
か
、あ
る
い
は
前
文
に
つ
け
て
「
悉
支
軍
主
喙
部
尓
夫
智
奈
麻
の
時
」
と
い
う
意
味
に
な
る
が（11
（
、
い
ず
れ
も
悉
支
軍
主
の
果
た
し
て
い
る
役
割
が
曖
昧
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
指
揮
・
監
督
す
る
」
と
解
釈
し
て
「
書
人
」
以
下
を
指
揮
し
た
と
解
釈（11
（
し
た
ほ
う
が
、
碑
文
に
お
け
る
悉
支
軍
主
の
役
割
が
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。「
節
」
を
動
詞
で
解
釈
で
き
る
同
時
期
の
金
石
文
の
例
と
し
て
、
高
句
麗
の
も
の
で
は
あ
る
が
平
壌
刻
石
が
あ
る
。
五
六
六
年
の
第
四
石
を
み
る
と
、
「
丙
戌
十
／
二
月
中
／
漢
城
下
／
後
卩
小
／
兄
文
達
／
節
自
此
／
西
北
行
／
涉
之
」（「
／
」
は
改
行
を
意
味
す
る
）
（（　　蔚珍鳳坪里新羅碑の再検討　　橋本
と
あ
り
、「
丙
戌
年
一
二
月
に
、
漢
城
下
の
後
部
の
小
兄
で
あ
る
文
達
が
監
督
し
て
、
こ
こ
か
ら
西
北
を
受
け
持
つ
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。
平
壌
刻
石
の
ほ
う
が
年
代
が
後
と
は
い
え
、
新
羅
の
漢
字
文
化
に
は
高
句
麗
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
は
様
々
な
資
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
り（11
（
、
高
句
麗
で
は
よ
り
早
い
時
期
か
ら
「
節
」
を
指
揮
・
監
督
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
新
羅
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る（11
（
。
さ
て
、
悉
支
軍
主
が
書
人
以
下
を
指
揮
・
監
督
し
た
と
理
解
し
た
場
合
、
た
だ
立
碑
を
担
当
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
最
終
一
〇
行
目
の
「
于
時
教
之
若
此
者
抵
罪
於
天
」
の
「
教
」
の
主
体
と
し
て
理
解
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
従
来
、こ
の
教
事
の
主
体
は
、
寐
錦
王
以
下
一
四
名（11
（
、
あ
る
い
は
「
立
石
碑
人
喙
部
博
士（11
（
」
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
教
」
を
下
す
主
体
が
王
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
月
城
垓
子
木
簡
に
「
典
大
等
教
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
悉
支
軍
主
は
、
東
海
岸
地
域
に
お
け
る
地
方
軍
制
の
最
高
の
職
位
で
あ
り
、
本
碑
の
現
場
に
お
い
て
も
居
伐
牟
羅
道
使
・
悉
支
道
使
の
上
に
立
つ
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
教
の
主
体
と
し
て
相
応
し
い
。「
悉
支
軍
主
が
書
人
以
下
を
指
揮
・
監
督
し
て
（
碑
石
を
立
て
）、
教
を
下
し
た
」
と
解
釈
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
教
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
⑩
（（
は
こ
れ
ま
で
「
獲
」「
誓
」
な
ど
と
読
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
石
碑
を
み
る
と
画
数
が
少
な
い
文
字
と
み
ら
れ
、「
抵
」
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
　
図
一
二	
⑩
（（
「
抵
」
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「
抵
罪
」
と
い
う
熟
語
に
は
、
罪
を
犯
す
、
罪
に
当
た
る
、
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、「
此
の
若
き
者
は
、
天
に
罪
を
犯
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
味
と
な
る
。
悉
支
軍
主
は
、
書
人
以
下
の
王
京
人
を
指
揮
し
て
石
碑
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、
地
方
民
に
対
し
て
罪
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
罪
と
は
、
直
接
的
に
は
課
せ
ら
れ
た
賦
課
を
拒
む
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
一
般
的
に
は
王
命
に
背
く
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
（
（
）
執
行
階
層
③
最
終
行
の
「
居
伐
牟
羅
異
知
巴
下
干
支
辛
日
智
一
尺
世
中
字
三
百
九
十
八
」
は
、
居
伐
牟
羅
の
異
知
巴
・
下
干
支
と
辛
日
智
・
一
尺
と
い
う
二
人
の
有
力
者
と
、
末
尾
の
三
百
九
十
八
と
い
う
数
字
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
四
一
字
目
の
読
み
と
も
関
わ
っ
て
多
様
な
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、「
子
」
と
読
ん
で
居
伐
牟
羅
の
奴
人
数
と
す
る
説（11
（
、「
卒
」
と
読
ん
で
二
人
に
率
い
ら
れ
た
居
伐
牟
羅
の
民
三
九
八
人
は
王
命
が
下
さ
れ
た
対
象
で
あ
っ
た
と
い
う
説（11
（
、
同
じ
く
「
卒
」
あ
る
い
は
「
千
」「
率
」
と
読
ん
で
二
人
に
率
い
ら
れ
て
立
碑
作
業
に
あ
た
っ
た
人
数
と
す
る
説（1（
（
が
あ
る
。
し
か
し
、
四
一
字
目
は
、「
宀
」
が
上
部
に
確
認
で
き
「
字
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る（11
（
。
　
図
一
三	
⑩
4（
「
字
」
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こ
れ
ま
で
に
文
暻
鉉
も
「
字
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
慈
・
孳
・
子
と
通
用
し
男
弥
只
村
の
奴
人
の
戸
口
三
九
八
を
率
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
石
碑
を
立
て
た
だ
け
で
な
く
命
令
の
対
象
者
で
も
あ
り
、
碑
文
の
文
字
数
が
三
九
八
字
な
の
は
呪
術
的
な
意
味
で
字
数
を
合
わ
せ
た
も
の
か
と
し
て
い
る（11
（
。
チ
ョ
・
ヨ
ン
フ
ン
ら
は
「
字
」
と
読
ん
で
碑
文
の
文
字
数
を
意
味
す
る
と
解
釈
す
る
が
、
一
行
目
の
三
三
字
を
文
字
と
と
る
た
め
三
九
八
字
は
数
え
間
違
い
で
三
九
九
字
が
正
し
い
と
し
て
い
る（11
（
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
文
字
と
は
見
が
た
く
、「
世
中
字
三
百
九
十
八
」
は
正
し
く
碑
文
の
文
字
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
新
羅
で
は
他
に
み
ら
れ
な
い
が
、
碑
文
に
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
な
い
た
め
の
工
夫
と
み
ら
れ
る
。
異
知
巴
・
下
干
支
と
辛
日
智
・
一
尺
の
役
割
に
つ
い
て
、「
世
中
」
以
下
を
切
り
離
し
て
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
碑
文
に
登
場
す
る
居
伐
牟
羅
の
人
物
と
し
て
、
処
罰
な
ど
教
事
の
執
行
を
直
接
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
執
行
階
層
①
の
三
人
よ
り
も
こ
の
二
人
の
方
が
官
位
の
高
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
王
京
の
人
物
を
み
て
も
、
執
行
階
層
①
と
執
行
階
層
②
と
で
は
、
人
数
も
同
数
で
官
位
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
教
事
の
執
行
過
程
に
お
い
て
執
行
階
層
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
お
わ
り
に
原
碑
調
査
に
基
づ
い
て
、
釈
読
が
分
か
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
釈
読
の
根
拠
を
示
す
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
文
字
に
つ
い
て
は
新
た
な
釈
文
を
提
示
し
、
碑
文
の
新
た
な
解
釈
を
示
し
た
。
以
下
、
本
稿
で
述
べ
た
点
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
す
る
。
本
碑
文
の
核
心
部
分
と
い
え
る
四
〜
五
行
目
の
「
別
教
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
釈
読
の
分
か
れ
て
い
た
文
字
に
つ
い
て
釈
文
を
確
定
す
る
と
共
に
、
新
た
な
釈
読
と
し
て
四
行
目
三
六
字
「
巴
」、
三
八
字
「
犯
」
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
別
教
に
引
用
さ
れ
た
王
命
東洋文化研究 （0 号　　（4
の
内
容
は
、
前
半
部
は
、「
耶
思
城
が
失
わ
れ
、
大
巴
城
が
犯
さ
れ
る
」
と
い
う
東
海
岸
地
域
に
お
け
る
不
利
な
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
後
半
部
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
国
に
対
す
る
負
担
を
免
れ
て
い
る
奴
人
村
に
も
「
値
五
」
を
共
同
で
負
担
さ
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
後
半
の
執
行
内
容
に
つ
い
て
は
、六
行
目
三
字
を
「
教
」
と
新
た
に
読
み
、「
教
事
」
と
い
う
熟
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
執
行
階
層
の
理
解
に
お
い
て
、「
邪
足
智
」
の
前
後
で
官
位
の
逆
転
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
が
、
同
じ
役
名
の
な
か
で
は
官
位
よ
り
も
職
名
が
優
先
さ
れ
る
た
め
問
題
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
九
行
目
二
字
の
「
節
」
は
「
指
揮
・
監
督
」
を
意
味
す
る
と
解
釈
さ
れ
、
悉
支
軍
主
は
、
書
人
以
下
を
指
揮
し
て
碑
を
建
立
す
る
と
と
も
に
一
〇
行
目
の
教
を
下
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。
一
〇
行
目
四
一
字
を
「
字
」
と
読
み
、「
世
中
字
三
百
九
十
八
」
は
碑
文
の
文
字
数
を
意
味
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
ま
だ
十
分
に
釈
読
で
き
て
い
な
い
文
字
や
、
解
釈
に
十
分
な
根
拠
の
な
い
部
分
も
多
く
、
碑
文
全
体
を
理
解
す
る
に
は
遠
く
至
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
特
に
、
奴
人
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
解
釈
を
提
示
し
え
な
か
っ
た
。
今
後
、
同
時
代
の
石
碑
や
木
簡
と
の
さ
ら
な
る
比
較
を
通
じ
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
註（（
）	
発
見
直
後
に
発
表
さ
れ
た
論
文
と
し
て
、
金
昌
鎬
「
蔚
珍
鳳
坪
塩
祭
碑
の
検
討
」『
郷
土
文
化
』
第
四
輯
、
一
九
八
八
年
が
あ
り
、
報
告
書
と
し
て
任
昌
淳
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
古
碑
調
査
研
究
」・
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
考
察
」『
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
調
査
報
告
書
』
文
化
財
管
理
局
、
一
九
八
八
年
が
あ
る
。
韓
国
古
代
史
研
究
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
『
韓
国
古
代
史
研
究
』
二
、一
九
八
九
年
に
収
録
さ
れ
た
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
趙
由
典
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
位
置
確
認
発
掘
調
査
」・
李
明
植
「
蔚
珍
地
方
の
歴
史
・
地
理
的
環
境
と
鳳
坪
新
羅
碑
」・
南
豊
鉉
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
に
対
す
る
語
学
的
考
察
」・
任
世
権
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
金
石
学
的
考
察
」・
崔
光
植
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
釈
文
と
内
容
」・
朱
甫
暾
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
と
法
興
王
代
律
令
」・
李
文
基
「
蔚
（（　　蔚珍鳳坪里新羅碑の再検討　　橋本
珍
鳳
坪
新
羅
碑
と
中
古
期
六
部
問
題
」・
盧
泰
敦
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
と
新
羅
の
官
等
制
」・
李
宇
泰
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
を
通
し
て
み
た
地
方
統
治
体
制
」。
ま
た
、
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
民
族
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
（
初
出
は
一
九
八
九
年
）、
姜
鳳
龍
「
蔚
珍
新
羅
居
伐
牟
羅
の
再
検
討
」『
歴
史
と
現
実
』
創
刊
号
、
一
九
八
九
年
も
あ
る
。
（
（
）	
一
九
九
九
年
開
催
の
発
見
一
〇
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
二
〇
一
一
年
開
催
の
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
展
示
館
の
開
館
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
。
前
者
の
記
録
で
あ
る
盧
重
国
ほ
か
『
韓
国
古
代
社
会
と
蔚
珍
地
方
』
蔚
珍
郡
・
韓
国
古
代
史
学
会
、
一
九
九
九
年
に
は
、
任
世
権
「
韓
国
古
代
金
石
文
と
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
」・
李
泳
鎬
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
内
容
と
性
格
」・
金
瑛
河
「
三
国
と
南
北
国
時
代
の
東
海
岸
地
方
」・
延
敏
洙
「
古
代
韓
日
関
係
と
蔚
珍
地
方
」・
白
斗
鉉
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
地
名
に
対
す
る
語
学
的
考
察
」
の
五
篇
が
収
め
ら
れ
、
後
者
の
記
録
で
あ
る
鄭
永
鎬
ほ
か
『
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
と
韓
国
古
代
金
石
文
』
蔚
珍
郡
・
韓
国
古
代
史
学
会
、
二
〇
一
一
年
に
は
、
鄭
永
鎬
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
と
韓
国
の
金
石
文
研
究
」・
朱
甫
暾
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
と
新
羅
の
東
海
岸
経
営
」・
李
漢
祥
「
三
国
時
代
蔚
珍
の
古
墳
群
と
土
器
文
化
」・
金
在
弘
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
の
村
単
位
収
取
と
奴
人
法
」・
林
基
煥
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
と
広
開
土
王
碑
、
中
原
高
句
麗
碑
」・
朴
仲
煥
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
と
武
寧
王
陵
誌
石
・
砂
宅
智
積
碑
」
の
六
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
3
）	
李
宇
泰
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
再
検
討
―
碑
文
の
判
読
と
解
釈
を
中
心
に
」『
李
元
淳
教
授
停
年
紀
念
歴
史
学
論
叢
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
大
学
歴
史
科
、
一
九
九
一
年
。
金
羲
満
「
蔚
珍
鳳
坪
碑
と
新
羅
の
官
等
制
」『
慶
州
史
学
』
一
〇
、一
九
九
一
年
。
文
暻
鉉
「
居
伐
牟
羅
男
弥
只
碑
の
新
検
討
」『
水
邨
朴
永
錫
教
授
華
甲
紀
年
韓
国
史
学
論
叢
』
上
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
。
趙
法
鍾
「
蔚
珍
鳳
坪
碑
に
表
れ
た
「
奴
人
」
の
性
格
検
討
―
新
羅
の
対
服
属
民
把
握
方
式
の
内
容
を
中
心
に
」『
新
羅
文
化
』
一
三
、一
九
九
六
年
。
金
琪
燮
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
に
み
ら
れ
る
「
共
値
五
」
の
意
味
と
計
烟
の
起
源
」『
韓
国
史
研
究
』
一
〇
三
、一
九
九
八
年
。
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」『
朝
鮮
学
報
』
一
八
七
、二
〇
〇
三
年
。
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」『
朝
鮮
学
報
』
一
九
一
、二
〇
〇
四
年
。
金
徳
原
「
新
羅
の
東
海
岸
進
出
と
蔚
珍
鳳
坪
碑
―
徙
民
政
策
と
「
奴
人
」
の
関
係
を
中
心
に
」『
金
石
文
を
通
じ
た
新
羅
史
研
究
』
韓
国
学
中
央
研
究
院
、
二
〇
〇
五
年
。
姜
鍾
薫
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
再
検
討
」『
東
方
学
志
』
一
四
八
、二
〇
〇
九
年
な
ど
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
李
文
基
「
迎
日
冷
水
里
碑
と
蔚
珍
鳳
坪
碑
」
韓
国
古
代
史
学
会
編
『
韓
国
古
代
史
研
究
の
新
動
向
』
書
景
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。
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（
4
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
。
（
（
）	
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
展
示
館
の
シ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヨ
ン
学
芸
研
究
士
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
調
査
時
に
撮
影
し
た
写
真
お
よ
び
『
保
存
処
理
報
告
書
』
所
載
の
写
真
を
本
稿
に
掲
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
6
）	
チ
ョ
・
ヨ
ン
フ
ン
、
イ
・
チ
ャ
ン
ヒ
、
シ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヨ
ン
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
の
再
判
読
と
保
存
科
学
的
診
断
」『
文
化
財
』
四
六
―
三
、二
〇
一
三
年
。
（
（
）	
以
下
、
本
稿
で
提
示
す
る
表
の
「
官
等
」
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
京
位
の
等
級
を
、
○
数
字
は
外
位
の
等
級
を
示
す
。
（
（
）	
金
昌
鎬
「
蔚
珍
鳳
坪
塩
祭
碑
の
検
討
」
前
掲
誌
、
五
〜
六
頁
。
（
（
）	
任
世
権
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
金
石
学
的
考
察
」
前
掲
誌
、
七
三
頁
。
（
（0
）	
金
昌
鎬
「
蔚
珍
鳳
坪
塩
祭
碑
の
検
討
」
前
掲
誌
、
一
一
頁
。
（
（（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、
二
六
〜
二
八
・
三
二
頁
。
（
（（
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。
（
（3
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、
二
九
頁
。
（
（4
）	
李
文
基
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
と
中
古
期
六
部
問
題
」
前
掲
誌
、
一
四
六
〜
一
四
九
頁
。
（
（（
）	
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
考
察
」
前
掲
書
。
（
（6
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、
二
二
〜
二
三
頁
。
（
（（
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。
（
（（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、
二
七
頁
。
（
（（
）	
城
の
位
置
が
盈
徳
と
興
海
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
碑
文
に
表
れ
る
よ
う
に
悉
支
（
江
原
道
三
陟
）
に
軍
主
が
置
か
れ
て
い
た
当
時
の
情
勢
か
ら
す
る
と
、
南
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
が
海
路
か
ら
後
方
を
攪
乱
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
や
、
こ
の
「
前
時
王
大
教
」
が
出
さ
れ
た
時
期
に
は
こ
の
地
域
で
高
句
麗
と
対
峙
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
（
（0
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。
（
（（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
主
体
と
奴
人
法
」
前
掲
誌
、
二
八
・
三
二
頁
。
（
（（
）	
奴
人
に
つ
い
て
は
、
咸
安
城
山
山
城
木
簡
に
も
多
数
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（（　　蔚珍鳳坪里新羅碑の再検討　　橋本
（
（3
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
。
（
（4
）	
任
世
権
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
金
石
学
的
考
察
」
前
掲
誌
、
七
六
頁
。
（
（（
）	
職
名
と
役
名
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
橋
本
繁
「
浦
項
中
城
里
新
羅
碑
の
研
究
」『
朝
鮮
学
報
』
二
二
〇
、二
〇
一
一
年
、三
六
頁
。
（
（6
）	
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
考
察
」
前
掲
誌
な
ど
。
（
（（
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
な
ど
。
（
（（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
、
七
〜
八
頁
。
（
（（
）	
当
該
部
分
を
「
那
是
智
」
と
釈
読
し
て
「
那
」
を
人
名
の
一
部
、「
是
智
」
を
舎
智
に
通
じ
る
と
し
て
官
位
一
二
等
の
「
大
舎
」
を
意
味
す
る
と
す
る
見
解
（
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
考
察
」
前
掲
書
、
四
九
頁
）
や
、「
邪
足
智
」
を
「
舎
知
」
に
接
尾
辞
「
智
」
が
付
い
た
も
の
と
み
て
や
は
り
「
大
舎
」
と
す
る
見
解（
金
羲
満「
蔚
珍
鳳
坪
碑
と
新
羅
の
官
等
制
」前
掲
誌
、
五
一
〜
五
二
頁
）
も
あ
る
が
、
無
理
が
あ
ろ
う
。
（
30
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
、
一
五
頁
表
一
。
（
3（
）	
李
宇
泰
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
を
通
し
て
み
た
地
方
統
治
体
制
」
前
掲
誌
、
一
九
六
頁
。
姜
鍾
薫
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
再
検
討
」
前
掲
誌
、
三
三
頁
。
（
3（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
六
部
と
そ
の
展
開
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
二
八
、一
九
九
一
年
。
（
33
）	
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
考
察
」
前
掲
書
、
四
九
頁
は
「
官
職
別
に
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
下
位
者
が
上
に
来
る
」
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
じ
官
職
を
も
つ
人
物
の
官
等
が
第
一
一
等
と
第
一
七
等
と
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
し
て
否
定
す
る
。
（
34
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
、
九
〜
一
〇
頁
。
（
3（
）橋
本
繁『
韓
国
古
代
木
簡
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
四
年
、
九
〇
〜
九
二
頁
。
（
36
）	
尹
善
泰
「
咸
安
城
山
山
城
出
土
新
羅
荷
札
の
再
検
討
」『
史
林
』
四
一
、二
〇
一
二
年
。
（
3（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
官
位
制
の
成
立
に
関
す
る
覚
書
」
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
（
3（
）	
さ
き
に
述
べ
た
「
一
今
智
」
に
つ
い
て
も
、
京
位
・
外
位
制
定
後
は
京
位
第
七
等
の
「
壹
吉
干
支
」
に
相
当
す
る
外
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
赤
羽
目
匡
由
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。
（
3（
）	
李
宇
泰
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
を
通
し
て
み
た
地
方
統
治
体
制
」
前
掲
誌
な
ど
。
（
40
）	
盧
泰
敦「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
と
新
羅
の
官
等
制
」前
掲
誌
な
ど
。
（
4（
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
な
ど
。
（
4（
）	
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
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受
刑
者
」
前
掲
誌
、
一
四
頁
。
（
43
）	
節
の
事
例
分
析
に
つ
い
て
は
、
李
鍾
書
「
節
」・「
等
」
の
意
味
分
析
と
赤
城
碑
「
教
事
」
部
分
の
再
検
討
」『
韓
国
史
論
』
三
九
、一
九
九
八
年
に
詳
し
い
。
（
44
）	
崔
光
植
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
釈
文
と
内
容
」
前
掲
誌
、
一
〇
二
頁
。
（
4（
）	
橋
本
繁
「
韓
国
木
簡
論
―
漢
字
文
化
の
伝
播
と
受
容
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
二
〇
巻
、
二
〇
一
四
年
。
（
46
）	
赤
城
碑
の
六
行
目
に
み
ら
れ
る
「
節
教
事
」
も
同
様
に
考
え
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
冒
頭
に
「
王
教
事
」
と
あ
り
、「
大
衆
等
」
と
し
て
九
名
の
高
官
が
列
挙
さ
れ
た
後
に
「
節
教
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
節
教
事
に
つ
い
て
、
や
は
り
節
を
「
時
」
の
意
味
で
解
釈
し
て
「
大
衆
等
」
ら
が
下
し
た
教
で
あ
る
と
す
る
解
釈
（
李
鍾
書
「
節
」・「
等
」
の
意
味
分
析
と
赤
城
碑
「
教
事
」
部
分
の
再
検
討
」
前
掲
誌
、
二
三
〜
二
四
頁
、
木
村
誠
「
朝
鮮
に
お
け
る
古
代
国
家
の
形
成
」『
古
代
朝
鮮
の
国
家
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
頁
）
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
王
の
教
事
を
受
け
て
教
事
の
執
行
を
担
当
し
た
、
す
な
わ
ち
、「
王
が
教
事
し
、
大
衆
等
が
そ
の
教
事
を
指
揮
・
監
督
（
節
）
し
て
実
行
に
移
し
た
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
（
4（
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
、
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
、
二
二
〜
二
三
頁
。
（
4（
）	
李
明
植
「
蔚
珍
地
方
の
歴
史
・
地
理
的
環
境
と
鳳
坪
新
羅
碑
」
前
掲
誌
な
ど
。
（
4（
）	
李
明
植
「
蔚
珍
鳳
坪
碑
」
前
掲
書
、
二
一
頁
。
（
（0
）	
李
成
市
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
基
礎
的
研
究
」
前
掲
書
、
一
四
九
〜
一
五
〇
頁
。
（
（（
）	「
卒
」
と
読
む
の
は
武
田
幸
男
「
新
羅
・
蔚
珍
鳳
坪
碑
の
「
教
事
」
執
行
階
層
と
受
刑
者
」
前
掲
誌
、
一
九
〜
二
二
頁
。「
千
」
と
読
む
の
は
李
基
白
「
蔚
珍
居
伐
牟
羅
碑
に
対
す
る
検
討
」
前
掲
書
、
四
二
頁
。「
率
」
と
読
む
の
は
、
崔
光
植
「
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
の
釈
文
と
内
容
」
前
掲
誌
、
一
〇
四
頁
。
（
（（
）	
二
〇
一
五
年
調
査
時
に
お
け
る
平
川
南
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。
（
（3
）	
文
暻
鉉
「
居
伐
牟
羅
男
弥
只
碑
の
新
検
討
」
前
掲
書
、
二
九
五
頁
。
（
（4
）	
チ
ョ
・
ヨ
ン
フ
ン
、
イ
・
チ
ャ
ン
ヒ
、
シ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヨ
ン
「
蔚
珍
鳳
坪
里
新
羅
碑
の
再
判
読
と
保
存
科
学
的
診
断
」
前
掲
誌
、
五
三
頁
。
